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　今月はロータリー財団月間です。1917年に当時のアーチ・クランフＲＩ会長が「世界でよいことをし

よう」と基金を作ろうとしてロータリー財団が誕生しました。

　その後、1947年には創始者ポール・ハリスを追悼して寄付が急増しました。当初、教育的プログラ

ムだけを支援していましたが、1960年後半には人道的プログラムを加え、その後、ポリオ・プラス、

ロータリー平和センター、そして未来の夢計画と発展してまいりました。昨年７月からスタートした未

来の夢計画は、いずれ国際ロータリーの戦略計画（長期計画）と統合されるといわれています。これに

よりロータリーの存在が大きくクローズアップされることになると思われます。

　ロータリー財団というととかく寄付を集める活動のように感じられてきたことは否めません。

　しかし、2003年からは地区補助金制度がスタートし、３年前の財団寄付の50％が地区財団活動資金

として戻され、当地区では国際親善奨学金（今年度３名の予定）、ＧＳＥ（第1840地区ドイツ・ミュンヘ

ンから来道）、マッチング・グラント（福島への放射線測定器の贈呈）、そして地域に密着した社会奉仕

活動については申請の金額ないしは一部の補助がされています。

　2010～11年度の佐々木年度では15件の申請があり13件に地区補助金が支出されました。2011～12

年度では10件の補助金授与計画が出され総額244万円ほどになっております。これは2011年10月６日

の新地区補助金、補助金監督委員会の決定で、羽幌ＲＣ、札幌西北ＲＣ、札幌手稲ＲＣ、札幌幌南ＲＣ、

小樽ＲＣ、小樽銭函ＲＣ、恵庭ＲＣ、三石ＲＣ、函館セントラルＲＣ、江差ＲＣの10件です。昨年は13件

2,152,500円、一昨年は12件2,407,000円でした。

　今年度で福島への救援プロジェクトでは、地区財団活動資金（ＤＤＦ）270万円、加えて災害復興基金

388万円が使用されました。国際財団活動資金（ＷＦ）については、これまでにタイ、フィリピン、イン

ドネシア、インド、トルコ等の地区の世界社会奉仕（ＷＣＳ）プロジェクトに使われました。今年度も枠

は小さくなるが申請してまいります。

　私達に見えるところはこんなところですが、「世界でよいことをしよう」の標語の実践のために是非、

会員皆様の引続きのご協力をお願いします。

　最後に10月14日から16日の地区大会へのロータリアン1,496名のご登録に感謝申し上げると共に今

後とも活動にご支援をよろしくお願い申し上げます。

国際ロータリー第2510地区

2011－2012年度 ガバナー　熊 澤 隆 樹
(小樽ＲＣ)

国際ロータリー第2510地区

2011－2012年度 ガバナー 熊 澤 隆 樹

ロータリー財団は私達に何をもたらしたか？ロータリー財団は私達に何をもたらしたか？
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　さて、御高承のとおり財団は「世の善行をしよう」と1917年のアトランタの国際大会において提案され1928
年の国際大会においてロータリー財団と名付けられ、1931年に信託組織となり、1983年にイリノイ州法法令
により非営利財団法人となったのです。そして、以来、世界恐慌、第２次世界大戦と続きロータリー財団は停滞
しましたが、1947年１月にポール・ハリスが亡くなると、その死を悼み寄付金がロータリー財団に寄せられま
した。
　そして1948年６月までに寄付金は100万ドルに達しました。そして、1957年（昭和32年）にポール・ハリ
ス・フェローの認証制度が創られ、以来1,000ドルでフェローとなる制度が作られました。
　以上が財団の創立された経過であり、かつ、この間における活動が脈々と私ども会員の胸を打つものが生まれ、
そして財団への熱き思いによってロータリーへのプログラムが活発になってくるのです。
　それでは当地区が2011－12年度に実施しようとしている計画は、
　１．活動方針
財団の認識を高め、世の善行を行うことが1917年にアーチ・クランフがロータリー財団への基金を創設し
た基本理念により、その目標を達成しよう。

　２．活動計画
　　（１）財団への「毎年あなたも100ドル」寄付する。
　　（２）2011－12年度、年次寄付の地区目標を30万ドルとします。
　　（３）恒久基金、使途指定寄付、大口寄付、ポール・ハリス・ソサエティへの協力
　　（４）2011年４月１日より「公益財団法人ロータリー日本財団」への寄付は税制上の優遇措置を受けること

になったことの周知に努める。
　　（５）未来の夢計画を理解し、新制度への移行期2013－14年度には補助金制度を周知させる。
　　（６）各プログラムに積極的に参加する。
　　（７）ロータリーカードへの協力。
　　（８）東日本大震災に対する財団委員会として積極的に参加する。
　　（９）ＧＳＥの歴代チーム・リーダーの座談会を実施する。
　以上が2011－12年度の地区としての活動方針に掲げております。2010－11年度の寄付額は386,866.84ド
ルでした。どうか、今年も前年同様に30万ドルを目標に致しましたが、円高による経済効果もあると同時に本
年４月より「公益財団法人ロータリー日本財団」への寄付によって、税制上の寄付金控除を受けられることにな
りましたので、従来よりも身近になったものと考えられます。
　従いまして、寄付につきましては私たちの地域社会や国際社会への奉仕が強化、増大することができるのでは
ないでしょうか。
　さて、それでは実際にプログラムについて簡単に申し上げますと大別しますが、

地区ロータリー財団委員会

委員長　岩 城 秀 晴
(札幌南ＲＣ･ＰＧ)

地区ロータリー財団委員会

委員長 岩 城 秀 晴

ロータリー財団月間に因んでロータリー財団月間に因んで
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　１．教育的プログラムには
　　（１）ロータリー財団・国際奨学金

男女を他国の教育機関で勉強させることによって相異する国民間の理解と友好関係の増進をさせるこ
とにあります。地区では奨学生の選考と共に留学をサポートしております。毎年６名の奨学生を送っ
ておりますが、１名当り27,000ドル（１年制）を支給しております。

　　（２）研究グループ交換（ＧＳＥ）
25歳から40歳までのチーム・メンバー４名とロータリアンのチーム・リーダーがＧＳＥチームを構成
し、２ヶ国がＧＳＥチームを交換し互いの国の文化の違い等について学ぶもので、2009－10年度にお
いては2010年４月に当地区とＲＩ第2360地区（スウェーデン）との交換をしましたし、本年はドイ
ツのミュンヘン地区が１ヶ月滞在し10月15日の地区大会に出席しておりました。当地区からは2012
年４月に札幌東ＲＣの矢橋潤一郎会員がチーム・リーダーに就任して行くことで進められております。

　　（３）財団学友（ＦＡ）
当地区では留学した元財団親善奨学生と元ＧＳＥ団員が帰国後の活動として活躍しております。

　２．人道的プログラム
　　（１）保健、飢餓追放および人間尊重（３－Ｈ）補助金
　　　　 ①健康状態を改善する。
　　　　 ②飢餓を救済。
　　　　 ③人道的社会的発展を図る。
　　　　 となっておりますが特にポリオ・プラス・プログラムは根絶運動が進められております。
　　（２）地区補助金（ＤＳＧ）

地区補助金は特に人道的プログラムのみに使うことにし、2008－09年度からは文化的活動に使用で
きません。

　　（３）ボランティア奉仕（ＶＳＧ）
医療、地域開発、教育、給水、医療品や設備等について支出されるものです。

　　（４）マッチング・グラント（ＭＧ）
当地区は、世界社会奉仕（ＷＣＳ）として、ある国のロータリークラブが人道的プロジェクトを実施し
ようとしたが、資金や専門知識が不足しているとして海外に援助を求めてきます。この場合、援助す
るのが世界社会奉仕です。そして、そのプロジェクトの補助金を申請しますとロータリー財団のプロ
グラム、マッチング・グラントとなって実施されるのです。

　以上が従来までのロータリー財団のプログラムの概要ですが2013－14年度からは未来の夢計画というロータ
リー財団として大きな変革をしようと考えております。
　その夢計画の実施に移行するために委員会の名称も変更致しました。特に変更になったのは補助金委員会です。
この委員会は、今後地区ロータリー財団委員会はＤＤＦとして一般寄付金の50％の資金を管理運営する権限を持
つことになります。従って、従来の補助金委員会は新地区補助金委員会となりました。それにＧＳＥも職業研修
委員会に変更したのです。
　今後、当地区のロータリー財団委員会も大きく動きが変わってきますが、委員会として毎月委員会を開催して、そ
の移行するまでのこの１年間にドラスチックに研究して円滑に運営を進めていきたいと考えております。詳細につ
いては今後のガバナー月信に掲載して皆様に御理解を得られるよう頑張って参りますので宜しくお願い致します。
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　今年度からＧＳＥ委員会は職業研修委員会と名称は変わりましたが、プログラムにつきましては2012
－13年度までは従来のＧＳＥプログラムで行なわれておりますので、現在のプログラムについて簡単に説
明させて頂きます。
　ＧＳＥは、ロータリー財団の代表的な教育的プログラムの一つです。ロータリアンの皆様の中にはＧＳＥ
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力クラブの皆様、コーディネーターの方々、本当
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ます。

ロータリー財団月間にあたりロータリー財団月間にあたり
地区職業研修（旧ＧＳＥ）委員会

委員長　沼 舘 　 栞
(札幌清田ＲＣ)
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　１年目の昨年度は「国際親善奨学金委員会」、今年度は「奨学委員会」と名称がかわりました。引き続

きの委員長でございます。

　名称変更に見られるとおり、財団奨学金も過渡期に入ります。従来型の、１年制奨学金は残ります。

一方、地区での裁量に任される奨学金も登場します。かつての文化研修（６ヶ月間）の復活も可能です。

　地区裁量ですから、企画は自由。ただしその後は、財団は面倒を見てくれません。

　先般、奨学生の要望から支給変更の手続きを行うことになりました。国際ロータリー日本事務局の財

団室と相談しながら、手続きを進めております。

　昨年度まで米国本部への奨学金申請は郵送でした。今年度からはネット申請になりました。一見、簡

単になったようにみえます。が、書類を紙で送るなら、封筒に突っ込めばよいところ、ネットではＰＤＦ

ファイルに変換するなどの手間がかかります。財団室ではファイル変換をしてくれます。アップロード

においては、同じ画面を見ながらの操作指示。さながら初心者向けパソコン教室です。

　こうした支援が今後、受けられない恐れがあります。

　他地区の財団関係者と情報を交換することがあります。多くが「日本事務局がサポートしてくれるか

ら奨学金申請ができた」との見解です。

　青少年交換事業での相手地区交渉、ＧＳＥにおける派遣地区探し。とても手間がかかる仕事です。そ

れでも両事業は、派遣先が決定してからの募集。その国に行きたいひとを集めます。新しいシステム下

での当委員会は、奨学生候補から派遣国を聞いて動き出します。英語圏なら、まだ楽。南米にあるのか

アフリカにあるのかわからないような国を希望されるかも。その際、言語は通じるか。先方の地区は受

け入れてくれるか。財団はこれまでのように仲介してくれません。

　これから年末にかけて募集要項を作成します。従来型の、１年制奨学金併用なら、来春の試験実施を

目指します。個人的にはＧＳＥチームリーダーを仰せ付かっているので、健康なら予定通り４月から

１ヶ月間、委員長はミュンヘンへ行っちゃいます。不在の間は、菅原副委員長（元委員長）にお願いし

ます。

地区奨学委員会

委員長　矢 橋 潤 一 郎
(札幌東ＲＣ)

地区奨学委

委員長

過渡期の奨学金過渡期の奨学金
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◎名称が地区補助金から新地区補助金と変更されましたが、内容は今年度と次年度は今までの地区補助金と同じです。
2013～14年度から今までの補助金制度が変革されます。実質的に新地区補助金制度がスタートします。変革ですから
今までの補助金制度とは全く違います。すなわち奨学金と人道的補助金とに分けていたのを「補助金」という枠組みで
一本化されます。このように新しい制度ができた目的は、財団として将来どういう方向に進むべきかということ、制度
的に、手続き的に難しかったものを変えていこうということ、より地域のニーズに応えた財団にしていこうということ、
このようないろいろな目的があって新しい制度ができたのです。試行錯誤の結果ですので、このままずっと一本道でい
くかどうかはわかりません。
◎この新しい制度の補助金には新地区補助金とグローバル補助金があります。新地区補助金はＤＤＦの50％以内（寄付
金全体の25％にあたる）を使って人道的、教育的社会奉仕のプロジェクトを実施するものです。国内でも海外でも事
業を実施することができます。新地区補助金は今までのようにＲ財団に伺うことなく地区の良識で運営することになり
ます。新地区補助金は学校や病院の改築ができます（建設はグローバル補助金でできます）。今までの奨学金は留学だ
けでしたが、新地区補助金ですと地元の大学に行く学生に奨学金を出せるようになります。また、今までは現金を贈る
ことは認められていませんでしたが現金を贈るという道が開かれました（ただし使い途は指定しなくてはなりません）。
この新地区補助金は今までの補助金も奨学金もその他いろいろな分野のものが入ってきますので、地区の良識で運営で
きますが各分野の支給配分は夫々に制約されて難しい運営にもなると思います。
◎今年度と次年度の新地区補助金の内容は今までの補助金制度と同じです。ここ数年来年額３万ドルです。現在１ドル
78円くらいですので約240万円です。補助金の使途は人道的活動に限られます。以前は文化的、教育的活動にも認め
られていましたが現在は認められません。世界的に人道的なこととは飢餓、貧困、識字、水、保健にかかわる奉仕活動
です。しかし、日本ではこれらのことはほとんどありません。が、趣旨からして弱者にかかわる活動に補助金が認めら
れます。例えば病人、障害者、子供や老人等々ハンディのある弱者に対する奉仕活動に認められます。但し不特定多数
が対象（病院、施設、公園等）です。それと環境保全という意味で植樹は認められます。このようにハンディのある人
たちに対する奉仕活動が対象になりますが、大事なことは、奉仕活動のニーズが書かれていることが必要です。そしてど
こまで熱心にクラブやロータリアンがかかわっているかということが、説明されていることが必要です。例えばその活動の
ために皆で協力してこれだけお金を集めたけれどこれ以上は難しいので足りない予算について補助金を請求しますという
ことです。つまりニーズと奉仕活動の熱意と努力姿勢が補助金請求の説得力になります。
◎第2510地区の補助金の年額は数年来約３万ドルです。それを各申請クラブで分け合うことになります。そして手続
き的に重要なことは補助金委員会（ガバナー事務所）に４月末までに所定の用紙に記入して提出（この４月末までの提
出は重要で注意すべきことです。末までに不提出の場合は当年の補助金はもらえなくなります）することです。それを
日本事務局財団室の意見を参考に吟味して７月中に補助金委員会の審査案件となります。その案件を10月に補助金委
員会と補助金監督委員会で審査することになります。そして決定案件に対して決定額を各クラブの口座に振り込むこと
になります。
◎平成23年10月６日に新地区補助金・補助金監督委員会を開催しました。請求案件を審議・審査・監督を行い、結果
10クラブ、補助金支給総金額2,440,000円を決定しました。

新地区補助金について新地区補助金について
地区新地区補助金委員会

委員長　中 山 裕 視
(札幌真駒内ＲＣ)
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　財団学友委員会は、親善奨学生及びＧＳＥ派遣団員のＯＢ・ＯＧで組織される財団学友会のロータリー

クラブ（ＲＣ）への貢献と啓蒙、そして組織作りにとりくんでいる委員会です。

　学友会員の留学で身につけた学識と国際的感覚を何んらかの形でその成果を社会に還元すべく各ＲＣ

での卓話、またロータリー関係及び地域での国際交流の場への積極的な参加を推進しております。

　学友出身者のロータリアンへの道、牽いては学友会

員によるＲＣの設立を目指しております。次に学友会

員相互の連絡網と親睦の為としてメーリングリスト及

びホームページの作成を行い、これを随時更新してお

ります。また、年一回のニューズレターの発行を行っ

ております。ＲＣとの交流の一環として他学友会との

親睦交流を実施しております。そして、国際ロータ

リーへの接触も行いつつあります。最後になりました

が、毎年、地区大会へのブース設置を行う。以上の継

続事業を行うことにより財団学友会の啓蒙活動としております。

　次に財団学友会創立10周年記念事業を2012年２月11日に札幌にて実施いたします。この事業に関し

て、昨年度より実行委員会を設けて月１回程度のペースで検討会議を行っております。学友会設立に携

わり、走り回っていただいたロータリアンの皆様、そしてそれに参加した学友の皆様、これらの方々に

どう報いればよいのか？また、10周年に向けての基調

講演は？そして、毎年実施している学友帰国報告会と

の関連をどのように位置づけるか？参加メンバーの構

成は？参加人数の把握は？国際ロータリーへメッセー

ジを送るか？懇親会をどうするか？席順は？そして、

最大の課題である予算をどうするか？運営費をどう捻

り出すか？

　学友会及び学友委員会の英知を結集して日夜検討し

ております。

財団学友会について財団学友会について
地区財団学友委員会

委員長　齊 藤 博 司
(千歳セントラルＲＣ)



GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 2011-2012
2011 NOVEMBER N0.5

7

　財団学友委員会は、親善奨学生及びＧＳＥ派遣団員のＯＢ・ＯＧで組織される財団学友会のロータリー

クラブ（ＲＣ）への貢献と啓蒙、そして組織作りにとりくんでいる委員会です。

　学友会員の留学で身につけた学識と国際的感覚を何んらかの形でその成果を社会に還元すべく各ＲＣ

での卓話、またロータリー関係及び地域での国際交流の場への積極的な参加を推進しております。

　学友出身者のロータリアンへの道、牽いては学友会

員によるＲＣの設立を目指しております。次に学友会

員相互の連絡網と親睦の為としてメーリングリスト及

びホームページの作成を行い、これを随時更新してお

ります。また、年一回のニューズレターの発行を行っ

ております。ＲＣとの交流の一環として他学友会との

親睦交流を実施しております。そして、国際ロータ

リーへの接触も行いつつあります。最後になりました

が、毎年、地区大会へのブース設置を行う。以上の継

続事業を行うことにより財団学友会の啓蒙活動としております。

　次に財団学友会創立10周年記念事業を2012年２月11日に札幌にて実施いたします。この事業に関し

て、昨年度より実行委員会を設けて月１回程度のペースで検討会議を行っております。学友会設立に携

わり、走り回っていただいたロータリアンの皆様、そしてそれに参加した学友の皆様、これらの方々に

どう報いればよいのか？また、10周年に向けての基調

講演は？そして、毎年実施している学友帰国報告会と

の関連をどのように位置づけるか？参加メンバーの構

成は？参加人数の把握は？国際ロータリーへメッセー

ジを送るか？懇親会をどうするか？席順は？そして、

最大の課題である予算をどうするか？運営費をどう捻

り出すか？

　学友会及び学友委員会の英知を結集して日夜検討し

ております。

財団学友会について財団学友会について
地区財団学友委員会

委員長　齊 藤 博 司
(千歳セントラルＲＣ)



GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 2011-2012
2011 NOVEMBER N0.5

8

　10月号月信にてご案内いたしましたが、2012年ＲＩ国際大会は５月６日（日）から９日（水）にかけま
して、タイ・バンコクで開催されます。当地区推進委員会は国際大会のためのコースを企画いたしまし
た。
　皆様お誘いの上、多数のご参加をお待ちしております。

これよりコース案内となります。

ＲＩ国際大会推進委員会
委員長　渡 邉 恭 久

(滝川ＲＣ･ＰＧ)

ＲＩ国際大会推進委員会

渡 邉 恭 久

日次 夕昼朝

機
内

××

××ホ
テ
ル

××ホ
テ
ル

××ホ
テ
ル

××ホ
テ
ル

×機
内

機
内

都　市　名 現地時間 交通機関月日（曜）

1

12：55
14：35
18：05
22：40

JL3042

JL 7085/4（金）

新 千 歳 発
成 田 着
成 田 発
バ ン コ ク 着

国内線にて成田へ
出国審査後、空路バンコクへ

＊着後入国手続きを済ませホテルへ
（バンコク泊）

6

08：05
16：15
18：40
20：25

JL 708

JL3049
5/9（水）

バ ン コ ク 発
成 田 着
成 田 発
新 千 歳 着

出国手続き後、成田へ向けて出発、

入国手続きを済ませ、国内線にて新千歳へ

着後解散

3 終　日5/6（日） バンコク滞在

★ 日本人親善朝食会（希望者のみ）
　〈6時30分～ザ インペリアル クイーンズパークホテル〉
★ 開会本会議（1回目）　10：00～12：30
　 開会本会議（2回目）　15：30～18：00
　〈会場　インパクト・コンベンションセンター〉
＊ホテル、会場間は専用車にて送迎いたします。

（バンコク泊）

2 終　日5/5（土） バンコク滞在

【終日フリータイム】
＊オプショナルツアーでお楽しみください
★ 夜 北海道ナイト（希望者のみ）

（バンコク泊）

4 終　日5/7（月） バンコク滞在
【終日フリータイム】
＊オプショナルツアーでお楽しみください

（バンコク泊）

5 終　日5/8（火） バンコク滞在
【終日フリータイム】
＊オプショナルツアーでお楽しみください

（バンコク泊）

Ａコース行程表 旅行代金　お一人様 189,000円（シングル利用53,000円プラス）（ビジネスクラス利用代金はお問合せください。） 〈企画　日本旅行北海道札幌支店〉

＊上記行程は、平成23年10月１日現在の最新情報を基に作成しておりますが、将来交通機関等の都合により変更される場合があります。

★利用予定ホテル：ＧＲＡＮＤ ＭＩＬＬＥＮＮＩＵＭ ＳＵＫＨＵＭＶＩＴ（グランド　ミレニアム　スクンビット　ホテル）
　街の中心高級ホテル街、スクンビット地区に位置する５星デラックスホテル
★最少催行人員：10名
★添乗員：全行程同行しません。現地係員がご案内いたします。（但し５月４日・９日は対応いたします）
★旅行費用に含まれるもの　：往復航空料金（エコノミークラス）・宿泊代・日程表に明示した食事、交通費代
★旅行費用に含まれないもの：登録料・北海道ナイト・日本人親善朝食会。
　　　　　　　　　　　　　　燃油サーチャージ・空港諸税は変動になる場合もあり含まれておりません。〈10月１日現在の料金で約37,000円〉

行　　　　　　　　　　程

GOVERNOR'S MONTHLY LETTER 2011-2012
2011 NOVEMBER N0.5

9

※上記行程は、平成23年10月１日現在の最新情報を基に作成しておりますが、将来交通機関等の都合により変更される場合があります。

★利用予定ホテル：
　Ａ）クラウンプラザ バンコク ルンピニ パーク（旧 パンパシフィック バンコク）……ビジネス、ホテル、日本食レストラン街の中心に位置する　Ａグレードホテル（☆☆☆☆☆）
　Ｂ）ザ タワナ バンコク………………………………………………………………………ビジネス、ホテル、日本食レストラン街の中心に位置する　Ｂグレードホテル（☆☆☆☆）
　Ｃ）イエローリボンヒルズ……………………………………………………………………出張、駐在、観光でよく利用され日本人向けで交通に便利　アパートメントホテル（☆☆☆）
★申込定員：25名様
★旅行費用に含まれるもの　：往復航空料金（エコノミークラス）･宿泊代（朝食付）･日程表に記載の送迎代　現地ガイドがご案内します。千歳から添乗員が同行します。
★旅行費用に含まれないもの：登録料、日本人親善朝食会、北海道ナイト、ＯＰ、上記に含まれるもの以外　空港諸税 約4,000円　燃油費用 約26,000円（変動あり）/ 2011年10月1日現在

＊上記行程は、平成23年10月１日現在の最新情報を基に作成しておりますが、将来交通機関等の都合により変更される場合があります。

★利用予定ホテル：ＧＲＡＮＤ ＭＩＬＬＥＮＮＩＵＭＳＵＫＨＵＭＶＩＴ（グランド ミレニアム スクンビット ホテル）　街の中心高級ホテル街、スクンビット地区に位置する５星デラックスホテル
★最少催行人員：10名　　★添乗員：全行程同行いたします。
★旅行費用に含まれるもの　：往復航空料金（エコノミークラス）・宿泊代・日程表に明示した食事、交通費代
★旅行費用に含まれないもの：登録料・北海道ナイト・日本人親善朝食会。燃油サーチャージ・空港諸税は変動になる場合もあり含まれておりません。〈10月１日現在の料金で約37,000円〉

日次 夕昼朝

機
内
食

機
内
食

××ホ
テ
ル

××ホ
テ
ル

××ホ
テ
ル

機
内
食

機
内
食

都　市　名 現地時間 交通機関月日（曜）

1

14：05
17：05
18：40
22：10

KE 766

KE 653
専 用 車

専 用 車
KE 654

5/2（水）

新千歳空港発
ソ ウ ル 着
ソ ウ ル 発
バ ン コ ク 着

大韓航空にてソウルへ
  
大韓航空にてバンコクへ  
入国手続き後、ホテルへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（バンコク泊）

7
07：05
10：15
12：55

KE 7655/8（火）
ソ ウ ル 着
ソ ウ ル 発
新千歳空港着

大韓航空にて新千歳へ
入国手続き後、解散

5 5/6（日） バンコク滞在

★ 日本人親善朝食会（希望者のみ）〈6時30分～ザ インペリアル クイーンズパークホテル〉
★ 開会本会議（1回目）10：00～12：30　　開会本会議（2回目）15：30～18：00
　〈会場　インパクト・コンベンションセンター〉
＊ホテル、会場間は専用車にて送迎いたします。　　　　　　　　　　　　　（バンコク泊）

2 5/3（木） バンコク滞在
【終日：フリータイム】オプショナルツアーでお楽しみ下さい
　①バンコク市内観光　②ゴルフツアー　　　　　　　　　　　　　　　　　（バンコク泊）

××ホ
テ
ル

3 5/4（金） バンコク滞在
【終日：フリータイム】オプショナルツアーでお楽しみ下さい
　①アユタヤ遺跡観光　②ゴルフツアー　　　　　　　　　　　　　　　　　（バンコク泊）

××ホ
テ
ル

4 5/5（土） バンコク滞在
【終日：フリータイム】オプショナルツアーでお楽しみ下さい
　①ダムナンサドゥアク水上マーケット
★ 北海道ナイト（希望者のみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （バンコク泊）

6

23：45

5/7（月）

バンコク滞在

バ ン コ ク 発

【終日：フリータイム】オプショナルツアーでお楽しみ下さい

18：00迄、お部屋は利用出来ます。  
ホテルより空港へ  
大韓航空にてソウルへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（機内泊）

Ｃコース行程表
旅行代金　お一人様　A 198,000円（シングル利用 60,000円プラス）　B 168,000円（シングル利用 30,000円プラス）　C 153,000円（シングル利用 20,000円プラス）

〈企画　産経海外旅行〉

日次 夕昼朝

機
内

××

×タ
イ
料
理

ホ
テ
ル

名
物
料
理

×ホ
テ
ル

名
物
料
理

バ
イ
キ
ン
グ

ホ
テ
ル

タ
イ
海
鮮

船
上

ホ
テ
ル

×機
内

機
内

都　市　名 現地時間 交通機関月日（曜）

1

12：55
14：35
18：05
22：40

JL3042

JL 708
5/4（金）

新 千 歳 発
成 田 着
成 田 発
バ ン コ ク 着

国内線にて成田へ
出国審査後、空路バンコクへ

＊着後入国手続きを済ませホテルへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（バンコク泊）

6

08：05
16：15
18：40
20：25

JL 708

JL3049
5/9（水）

バ ン コ ク 発
成 田 着
成 田 発
新 千 歳 着

出国手続き後、成田へ向けて出発、

入国手続きを済ませ、国内線にて新千歳へ

着後解散

3 終　日5/6（日） バンコク滞在

★ 日本人親善朝食会（希望者のみ）〈6時30分～ザ インペリアル クイーンズパークホテル〉
★ 開会本会議（1回目）10：00～12：30　　開会本会議（2回目）15：30～18：00
　〈会場　インパクト・コンベンションセンター〉
＊ホテル、会場間は専用車にて送迎いたします。　　　　　　　　　　　　　（バンコク泊）

2 終　日5/5（土） バンコク滞在
【バンコク市内観光】8：30～13：30頃
「暁の寺院～王宮～エメラルド寺院～涅槃寺院等」
★ 夜 北海道ナイト（希望者のみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（バンコク泊）

4 終　日5/7（月） バンコク滞在
【終日市内観光】
「メクロン市場・（ダムナン・サドゥアック）のタイ最大の水上マーケット観光。バンコク郊外の
「ローズ・ガーデンへご案内いたします。像のショーをお楽しみください」　　（バンコク泊）

5
終　日5/8（火） バンコク滞在

【終日世界遺産アユタヤ遺跡観光】
「復路はアユタヤからバンコクまでクルズ船に乗り、遅めの昼食を船上にて」 （バンコク泊）

Ｂコース行程表 旅行代金　お一人様 235,000円（シングル利用53,000円プラス）（ビジネスクラス利用代金はお問合せください。） 〈企画　日本旅行北海道札幌支店〉

行　　　　　　　　　　程

行　　　　　　　　　　程
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※上記行程は、平成23年10月１日現在の最新情報を基に作成しておりますが、将来交通機関等の都合により変更される場合があります。

★利用予定ホテル：
　Ａ）クラウンプラザ バンコク ルンピニ パーク（旧 パンパシフィック バンコク）……ビジネス、ホテル、日本食レストラン街の中心に位置する　Ａグレードホテル（☆☆☆☆☆）
　Ｂ）ザ タワナ バンコク………………………………………………………………………ビジネス、ホテル、日本食レストラン街の中心に位置する　Ｂグレードホテル（☆☆☆☆）
　Ｃ）イエローリボンヒルズ……………………………………………………………………出張、駐在、観光でよく利用され日本人向けで交通に便利　アパートメントホテル（☆☆☆）
★申込定員：25名様
★旅行費用に含まれるもの　：往復航空料金（エコノミークラス）･宿泊代（朝食付）･日程表に記載の送迎代　現地ガイドがご案内します。千歳から添乗員が同行します。
★旅行費用に含まれないもの：登録料、日本人親善朝食会、北海道ナイト、ＯＰ、上記に含まれるもの以外　空港諸税 約4,000円　燃油費用 約26,000円（変動あり）/ 2011年10月1日現在

＊上記行程は、平成23年10月１日現在の最新情報を基に作成しておりますが、将来交通機関等の都合により変更される場合があります。

★利用予定ホテル：ＧＲＡＮＤ ＭＩＬＬＥＮＮＩＵＭＳＵＫＨＵＭＶＩＴ（グランド ミレニアム スクンビット ホテル）　街の中心高級ホテル街、スクンビット地区に位置する５星デラックスホテル
★最少催行人員：10名　　★添乗員：全行程同行いたします。
★旅行費用に含まれるもの　：往復航空料金（エコノミークラス）・宿泊代・日程表に明示した食事、交通費代
★旅行費用に含まれないもの：登録料・北海道ナイト・日本人親善朝食会。燃油サーチャージ・空港諸税は変動になる場合もあり含まれておりません。〈10月１日現在の料金で約37,000円〉

日次 夕昼朝

機
内
食

機
内
食

××ホ
テ
ル

××ホ
テ
ル

××ホ
テ
ル

機
内
食

機
内
食

都　市　名 現地時間 交通機関月日（曜）

1

14：05
17：05
18：40
22：10

KE 766

KE 653
専 用 車

専 用 車
KE 654

5/2（水）

新千歳空港発
ソ ウ ル 着
ソ ウ ル 発
バ ン コ ク 着

大韓航空にてソウルへ
  
大韓航空にてバンコクへ  
入国手続き後、ホテルへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（バンコク泊）

7
07：05
10：15
12：55

KE 7655/8（火）
ソ ウ ル 着
ソ ウ ル 発
新千歳空港着

大韓航空にて新千歳へ
入国手続き後、解散

5 5/6（日） バンコク滞在

★ 日本人親善朝食会（希望者のみ）〈6時30分～ザ インペリアル クイーンズパークホテル〉
★ 開会本会議（1回目）10：00～12：30　　開会本会議（2回目）15：30～18：00
　〈会場　インパクト・コンベンションセンター〉
＊ホテル、会場間は専用車にて送迎いたします。　　　　　　　　　　　　　（バンコク泊）

2 5/3（木） バンコク滞在
【終日：フリータイム】オプショナルツアーでお楽しみ下さい
　①バンコク市内観光　②ゴルフツアー　　　　　　　　　　　　　　　　　（バンコク泊）

××ホ
テ
ル

3 5/4（金） バンコク滞在
【終日：フリータイム】オプショナルツアーでお楽しみ下さい
　①アユタヤ遺跡観光　②ゴルフツアー　　　　　　　　　　　　　　　　　（バンコク泊）

××ホ
テ
ル

4 5/5（土） バンコク滞在
【終日：フリータイム】オプショナルツアーでお楽しみ下さい
　①ダムナンサドゥアク水上マーケット
★ 北海道ナイト（希望者のみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （バンコク泊）

6

23：45

5/7（月）

バンコク滞在

バ ン コ ク 発

【終日：フリータイム】オプショナルツアーでお楽しみ下さい

18：00迄、お部屋は利用出来ます。  
ホテルより空港へ  
大韓航空にてソウルへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（機内泊）

Ｃコース行程表
旅行代金　お一人様　A 198,000円（シングル利用 60,000円プラス）　B 168,000円（シングル利用 30,000円プラス）　C 153,000円（シングル利用 20,000円プラス）

〈企画　産経海外旅行〉

日次 夕昼朝

機
内

××

×タ
イ
料
理

ホ
テ
ル

名
物
料
理

×ホ
テ
ル

名
物
料
理

バ
イ
キ
ン
グ

ホ
テ
ル

タ
イ
海
鮮

船
上

ホ
テ
ル

×機
内

機
内

都　市　名 現地時間 交通機関月日（曜）

1

12：55
14：35
18：05
22：40

JL3042

JL 708
5/4（金）

新 千 歳 発
成 田 着
成 田 発
バ ン コ ク 着

国内線にて成田へ
出国審査後、空路バンコクへ

＊着後入国手続きを済ませホテルへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（バンコク泊）

6

08：05
16：15
18：40
20：25

JL 708

JL3049
5/9（水）

バ ン コ ク 発
成 田 着
成 田 発
新 千 歳 着

出国手続き後、成田へ向けて出発、

入国手続きを済ませ、国内線にて新千歳へ

着後解散

3 終　日5/6（日） バンコク滞在

★ 日本人親善朝食会（希望者のみ）〈6時30分～ザ インペリアル クイーンズパークホテル〉
★ 開会本会議（1回目）10：00～12：30　　開会本会議（2回目）15：30～18：00
　〈会場　インパクト・コンベンションセンター〉
＊ホテル、会場間は専用車にて送迎いたします。　　　　　　　　　　　　　（バンコク泊）

2 終　日5/5（土） バンコク滞在
【バンコク市内観光】8：30～13：30頃
「暁の寺院～王宮～エメラルド寺院～涅槃寺院等」
★ 夜 北海道ナイト（希望者のみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（バンコク泊）

4 終　日5/7（月） バンコク滞在
【終日市内観光】
「メクロン市場・（ダムナン・サドゥアック）のタイ最大の水上マーケット観光。バンコク郊外の
「ローズ・ガーデンへご案内いたします。像のショーをお楽しみください」　　（バンコク泊）

5
終　日5/8（火） バンコク滞在

【終日世界遺産アユタヤ遺跡観光】
「復路はアユタヤからバンコクまでクルズ船に乗り、遅めの昼食を船上にて」 （バンコク泊）

Ｂコース行程表 旅行代金　お一人様 235,000円（シングル利用53,000円プラス）（ビジネスクラス利用代金はお問合せください。） 〈企画　日本旅行北海道札幌支店〉

行　　　　　　　　　　程

行　　　　　　　　　　程
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申込締切　2012年１月20日（金）
＊当地区での参加者人数はホテルの確保並びに飛行機座席の関係から、先着順で受付満員になり次第締め
切りさせて頂きます。

お問合せ・お申込先
〈Ａコース・Ｂコース〉　株式会社　日本旅行北海道札幌支店
　　　　　　　　　　　　札幌市中央区南１条西４丁目　日本旅行ビル４階
　　　　　　　　　　　　電話：011－208－0170　ＦＡＸ：011－208－0174　　担当　西村・前野

〈Ｃコース・Ｄコース〉　株式会社　産経海外旅行
　　　　　　　　　　　　札幌市中央区北１条西７丁目タキモトビル４階
　　　　　　　　　　　　電話：011－271－5388　ＦＡＸ：011－271－5621　　担当　斉藤・坂田

国際登録に関して
＊事前登録の最終締切りは、3月31日です。早期登録で割引が適用になります。
　「2011年12月１日まではＵＳ＄160、2012年３月１日まではＵＳ＄195、現地登録／３月１日以降は、
ＵＳ＄245」
＊登録方法は、オンライン・Ｅメール・ファックス・郵送があります。
　詳細は2012年国際ロータリー年次大会「登録およびチケット申込書式」を参照ください。
　ご不明な点は、各企画旅行会社にお問合せください。

※上記行程は、平成23年10月１日現在の最新情報を基に作成しておりますが、将来交通機関等の都合により変更される場合があります。

★利用予定ホテル：
　Ａ）クラウンプラザ バンコク ルンピニ パーク（旧 パンパシフィック バンコク）……ビジネス、ホテル、日本食レストラン街の中心に位置する　Ａグレードホテル（☆☆☆☆☆）
　Ｂ）ザ タワナ バンコク………………………………………………………………………ビジネス、ホテル、日本食レストラン街の中心に位置する　Ｂグレードホテル（☆☆☆☆）
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★ 開会本会議（1回目）　10：00～12：30
　 開会本会議（2回目）　15：30～18：00
　〈会場　インパクト・コンベンションセンター〉
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Ｄコース行程表 〈企画　産経海外旅行〉

旅行代金　お一人様　A 168,000円（シングル利用 40,000円プラス）　B 148,000円（シングル利用 20,000円プラス）　C 138,000円（シングル利用 16,000円プラス）

行　　　　　　　　　　程
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　８月22日（月）、ロワジールホテル函館にて熊澤ガバナー、
柴田ガバナー補佐をお迎えして公式訪問が行われました。
　当日は午前10時より会長、会長エレクト、幹事と懇談
後、11時より当クラブ協議会にご列席を賜りました。クラ
ブ協議会においては、各委員長より本年の活動方針、活動
計画事業等についてお話をし、熊澤ガバナーよりご指導を
賜りました。その後の12時30分からの通常例会において、
ＲＩ会長による本年度のテーマである「こころの中を見つめよう　博愛を広げるために」について、主旨
の説明や当クラブへの期待のこもった激励とご指導を賜りました。
　熊澤ガバナーの親しみやすい、ざっくばらんなお人柄に接し、和気あいあいの内に公式訪問を終了する
ことができました。公式訪問、ありがとうございました。

　８月19日、熊澤ガバナー、岡田ガバナー補佐にご訪問
頂きガバナー公式訪問が開催されました。
　午前９時30分より当クラブ名誉会員 岩倉市長表敬訪問
からプログラムをスタートさせて頂きました。その後会場
となりますグランドホテルニュー王子に移動し、会長・幹
事懇談会、クラブ協議会を開催。熊澤ガバナーより本年度
ＲＩ会長テーマの趣旨説明を受け、その後今年度の地区目
標に関して、特に出席率向上や会員増強についてなど活発な議論をさせて頂きました。また、東日本大震
災に対する義援金活動の趣旨など、今年度の地区活動方針全般についても意見交換させて頂きました。
　その後例会の席に同席され、有意義なお話を頂きました。その中で「伝統を感じる良いクラブですね」
とお褒め頂きました。最後に参加会員全員と記念撮影を行い公式訪問は終了しました。

苫小牧ロータリークラブ……8月19日（金）

江差ロータリークラブ……8月23日（火）

函館亀田ロータリークラブ……8月22日（月）

　午前10時からの会長・幹事懇談会では、会長より当クラブの特徴を申
し上げ、今年度江差ロータリークラブ50周年の報告を行いクラブの社
会奉仕事業の町内の馬場山にあるロータリーの森で「実のなる木（栗）」
の植樹経緯の説明を行った。会長エレクトより発会当時からの経緯の説
明をし、姉妹クラブ・友好クラブの経緯も報告しました。
　引き続いてのクラブ協議会では、今年度の活動計画を、会長・幹事・
クラブ奉仕委員長・社会奉仕委員長・職業奉仕委員長・国際奉仕委員長
より目標の経緯を受けました。その中で職業奉仕に対する原点を見たよ
うな気がします。又国際奉仕の中で国際大会参加が目標に掲げられていたのは大変うれしいです。その後当クラ
ブが行っている社会奉仕事業の１つの『ロータリーの森』の視察を受け、町民に喜ばれている実感しました。
　例会では熊澤ガバナーより、今年度地区目標のガバナーの真意を伺いました。又東日本大震災の義援金に対す
る処理がまだ不十分であることの説明があり、今後継続的又計画的に行いロータリアンに納得できるよう開示し
ていきたい。今年度江差ロータリークラブ50周年には、必ず令夫人と宿泊し参加する事を確約されました。
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　８月24日水曜日午前９時30分、熊澤隆樹ガバナーと柴田繁男ガバナー補佐が会場に到着され、あまり
に早いお着きに会長・幹事共にビックリいたしました。
　午前10時より吉田会長・小長井幹事・石山エレクトとの懇談は和やかなに開かれ、新世代への取り組
みを行う事に賛同を得て、益々頑張ろうと思う気持ちを持つ事が出来ました。
　午前11時よりクラブ協議会が行なわれ、今年２年目に入るＣＬＰ活動の年間計画を各クラブ委員長より
発表させて頂きました。
　正午からの例会では、出席した24名の会員の前で熊澤
隆樹ガバナーより様々なお話を伺いました。中にはユーモ
アのあるお話もありガバナー意向のとおり楽しい例会をす
ることが出来ました。特に震災のこれからの支援について
は、震災後風化させずに進めていくことが重要である事を
お話しいただき、閉会しました。

　８月23日（火）、熊澤隆樹ガバナー、柴田繁男ガバナー補佐をお迎えし当クラブのガバナー公式訪問が
行われました。
　当日は午後４時より会長・副会長・幹事と懇談。また５時からは第２回クラブ協議会に列席戴き、各委
員長から活動方針等を発表したのち熊澤ガバナーよりご
指導を戴きました。
　その後６時30分からの例会の中で、ＲＩ会長のテーマ
「こころの中を見つめよう　博愛を広げるために」の主
旨説明を中心としたご講話を戴き、会員一同勉強させて
戴きました。
　例会終了後の歓迎懇親会では、熊澤ガバナーにゆっく
りと寛いでゲームなどで楽しんで戴き終了致しました。

森ロータリークラブ……8月24日（水）

函館セントラルロータリークラブ……8月23日（火）

　８月24日（水）、熊澤ガバナー、能戸ガバナー補佐、杉江地区代表幹事をお迎えしてガバナー公式訪問
が行われました。
　16時より会長・幹事懇談会が行われ、この度の大震災についてのお話がありました。17時よりクラブ
協議会が開催されました。各委員長報告の中でも、当クラブが７月に社会奉仕委員会が開催した児童養護
施設くるみ学園児童を招待し、ハッピーソート野外レク
リエーションの報告の中で、会員、ご夫人も参加し経費
もかけず内容の濃い、この様な活動に感銘を受けておら
れました。
　ＣＬＰ導入のお話もされ、導入後には函館北ロータリ
ークラブは今以上に元気のあるクラブになるでしょうと
激励を戴き、最後は参加者全員で公式訪問記念写真を撮
り無事終了致しました。

函館北ロータリークラブ……8月24日（水）
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函館ロータリークラブ……8月25日（木）

　８月26日に熊澤ガバナーと齋藤ガバナー補佐が当クラブを訪問された。熊澤ガバナーより地区テーマ
は、会員増強、新しい全員参加型の奉仕活動、ロータリー精神の伝道であるが、これらもロータリーの理
念を理解した古参会員が会員候補や新会員にそれを伝達することによって成し遂げられると考えられる。
　特に日本では会員数の長期低落傾向があるが、大中小クラブの規模によってその防止策は異なるであろ
う。小さなクラブには全員参加という利点があると同時に、濃密
な人間関係ゆえに退会する会員が出るという欠点がある。そこで
長くロータリー活動を続けるためにはほかの会員を少なくとも嫌
いにならないということだという。そのためには他人のよいとこ
ろを見つけることだそうである。４つのテストも言葉を変えれば
うそをつかない、敵を作らないということだという、お話があっ
た。なるほどと感じたしだいである。

　８月25日（木）、熊澤隆樹ガバナー、第10グループ柴田ガバ
ナー補佐をお迎えしガバナー公式訪問が行われました。
　当日は、午前10時より加藤会長、久保会長エレクト、宮﨑
幹事と懇談。11時からは杉江地区代表幹事も出席されクラブ
協議会が行われました。クラブ、職業、社会、国際、新世代の
五大奉仕委員長より今年度の活動計画を発表し、ガバナーより
そのひとつひとつに対して真摯に講評を戴きました。退場時に
は出席しておりました６名の新会員と固い握手を交わされ、熊澤ガバナーの温かい人柄を垣間見る事がで
き、有意義な協議会でありました。
　その後12時30分からの例会には第11グループ能戸ガバナー補佐も出席され、ガバナーは昼食に出され
た「ポークステーキハワイアン」が昔家族で外食に行くと子供達がよくこの料理を注文していたと大変懐
かしんでおられました。例会の中では、ご自身のロータリー入会経緯、ロータリーへの感謝、今年度ＲＩテ
ーマ、なでしこジャパンを例に仲間との絆、そして東日本大震災の義援金について等の講話を戴きました。
例会終了後、ガバナーを囲んで記念撮影を行い、終始和やかな雰囲気の中、公式訪問が終了しました。

　８月30日（火）、熊澤ガバナー、長田ガバナー補佐、井上地区幹事をお迎えし公式訪問が行われました。
当別に到着早々、役場へ訪問して戴き、町長出張のため、近藤副町長（当クラブ会員）へロータリークラ
ブの活動やこの度の震災への関わりなどご説明戴きました。
　クラブ協議会では地区の方針、もしくは熊澤ガバナーのお考えを淀みなく話されました。「地域に根ざした
奉仕活動を地道に続けていけば会員増強に繋がる」こと、
「少人数でも立派な奉仕活動をしているクラブはある」こ
となど、会員増強に対する方向性が見えた気がしました。
　最後に今年初めて取り組む当別高校の生徒さんへの模擬
面接について「職業人であるロータリアンが行うことは大
変有効で意味のあること。是非継続して戴きたい。」との
お言葉に心強く思いました。

札幌大通公園ロータリークラブ……8月26日（金）

当別ロータリークラブ……8月30日（火）
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　９月１日（木）当日の予想最高気温は30度、朝から暑い中、熊澤隆樹ガバナー、石谷邦彦ガバナー補佐
をお迎えして公式訪問が行われました。
　10時からの会長、会長エレクト、幹事との懇談会では、今年度当クラブが目標に掲げているＣＬＰの取
り組みについての、考え方など的確なアドバイスを頂戴いたしました。
　11時からのクラブ協議会は５大奉仕を中心に、各委員長から今年度の活動計画、活動状況を報告いた
しました。その後、各委員会活動についてガバナーから貴重な
ご指導を頂きましてクラブ協議会を終わることが出来ました。
　12時30分からの例会では、今年度の国際ロータリーのテー
マの説明と、ガバナー御自身の体験を交えロータリーとの関わ
りについてお話をされました。
　最後に熊澤ガバナー、石谷ガバナー補佐を囲みメンバー全員
で記念写真を撮り、公式訪問を終えることが出来ました。

　９月６日（火）、熊澤ガバナーを迎えて、ガバナー公式訪問を開催致しました。
　妹背牛クラブと合同で行い、前段に深川クラブ、その後に妹背牛クラブの順で、それぞれ、会長・幹事
懇談会、クラブ協議会を開催しました。
　ガバナーが掲げる、地区目標を充分に理解し実行しようと成田雅敏会長を中心に活動を進めている事を
報告し、ガバナーのご指導を受けました。新年度に入り、３名の新会員の増強を達成。五大奉仕の一つ、
新世代奉仕の事業で、日ハム野球教室の実施、プレーパーク
の実施。また、全会員参加型の事業として、11月に「よろ
ず相談会」という、会員の特技や、職業を生かした事業を予
定しております。
　ガバナーには、当クラブの事業に大変興味を示して頂き、
例会時の２名の新会員の入会式の際に、ガバナーより、ロー
タリーバッジの授与をして頂きました。

深川・妹背牛ロータリークラブ……9月6日（火）

新札幌ロータリークラブ……8月31日（水）

札幌西北ロータリークラブ……9月1日（木）

　８月31日（水曜日）ガバナーの公式訪問がありました。
　熊澤ガバナーと齋藤第５グループガバナー補佐を迎えて、ま
ず会長、会長エレクト、幹事との懇談のあと、当クラブのクラ
ブアッセンブリーに同席され、当クラブの職業奉仕委員会の基
本方針は、ＲＩの方針、2510地区の方針に沿った方針になって
いるとの評価をいただきました。またロータリー財団委員会の
活動計画にあるロータリーカードの加入推進に関しても、良い
ことだと評価いただきました。例会では、当クラブで受入している交換留学生２名と次年度のロータリー
財団国際親善奨学生も同席し、ＲＩのテーマの重要さについて、端的にわかりやすく解説していただきま
した。ロータリーでの活動の中での、人との出会いが後々のそれぞれの職業や全ての活動において重要で
あるとのお話をし、最後まで楽しい雰囲気のなか公式訪問を終えられました。
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【ロータリー歴】　1988年１月５日　入会
　　　　　　　　2008～09年度　会長

【表 彰 関 係】　ポール・ハリス・フェロー

若 林 弘 基 会員　　　 　　(赤平RC)
2011年9月1日逝去(享年65歳)

訃報

謹んでお悔やみ申し上げますとともに

心からご冥福をお祈り致します

はまなすRC

白川　博光
9月6日入会
人材派遣

（敬称略）
新会員のご紹介

羽幌RC

平山美知子
9月8日入会
看護師

小樽南RC

村越　　仁
9月2日入会
弁護士

小樽RC

渡邉　康宏
8月9日入会
老人保健施設

小樽RC

山﨑　繁樹
8月9日入会
工業銀行

えりもRC

岩間　幸賞
9月1日入会
定置漁業

えりもRC

佐藤　　勝
9月1日入会
定置漁業

小樽南RC

安部　新市
7月1日入会
電気工事

小樽南RC

角野　　章
7月1日入会
ヨットハーバー

小樽RC

長谷川　寛
8月9日入会
新聞発行配布

小樽RC

飯田　貞樹
8月9日入会
電話通信事業

小樽南RC

本吉　一夫
7月1日入会

総合ビルメンテナンス業
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文庫
通信

（289号）

「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立さ
れた皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万３千点を収集・整備し皆様の
ご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版
先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホー
ムページでＰＤＦもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願い
ます。以下資料のご紹介を致します。

〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル3階　TEL（03）3433-6456　FAX（03）3459-7506
開館／午前10時～午後5時　休館／土・日・祝祭日　http://www.rotary-bunko.gr.jpロータリー文庫

浜田和幸　2011 　7p（D.2560）

藤原正彦〔2011〕16p（D.2530）

村田早耶香　2011 　4p（D.2780）

上原行照師大阿闍梨　2011 　5p（D.2600）

半田孝淳天台座主　2011 　6p（D.2600）

◎「アジア大交流時代の幕開けと日本人」

◎「日本のこれから、日本人のこれから」

◎「いくつもの壁にぶつかりながら『19歳・児童売春撲滅への挑戦』」

◎「遺言書を書いて千日回峰行」

◎「一隅を照らす」

◎「ソフトパワー大国を目指して～山形からの可能性」

◎「ＣＯ₂貯留研究の現状と課題」

安藤忠雄　2011 　4p（D.2580）

結城章夫〔2011〕 7p（D.2800）

村井重夫〔2011〕12p（D.2800）

◎「夢を創る」

14代酒井田柿右衛門　2011 　7p（D.2740）◎「有田の伝統を語る（対談）」

地区大会記念講演より

上記申込先：ロータリー文庫

16

七飯ＲＣ：現在の例会場が冬期間閉鎖されるため、例会場を2011年12月６日（火）の例会から
　　　　　2012年４月17日（火）の例会まで下記の通り変更致します。
　　　　　新例会場：クロフォード・イン大沼
　　　　　　　　　　〒０４１－１３５４　亀田郡七飯町字大沼８５番９号
　　　　　　　　　　電話 ０１３８－６７－２９６４
　　　　　2012年４月24日（火）の例会より函館大沼プリンスホテルで開催します。

■ クラブ例会場変更のお知らせ

地区ガバナー　熊　澤　隆　樹
地区ガバナー指名委員長　矢　橋　温　郎

2014－2015年度地区ガバナー・ノミニー候補者として適格な会員
があり、地区ガバナー指名委員会の審議を希望する地区内クラブは、

12月１日必着にて、地区ガバナー指名委員長（地区ガバナー事務所気付）宛、文書（書式任意）をも
ってご推薦下さい。
なお、地区ガバナー・ノミニー資格条件については、国際ロータリー細則第15条第７節１項～５項及
び第８節の資格条件に適していることを要します。

［参考］ 国際ロータリー細則第13条（ガバナーの指名と選挙）　　
国際ロータリー第2510地区 地区ガバナー指名委員会規定

（1998－1999年度地区年次大会決議第８号）

　　　　　2012年４月24日（火）の例

201
があ

12月１日必着にて、地区ガバナー指名
ってご推薦下さい。

2014‒2015年度
ガバナー･ノミニー
候補者推薦のお願い
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地区カレンダー（11月・12月）

2011年11月のロータリーレート　1ドル78円
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公式訪問（岩内RC）

ガバナーエレクト、次期地区米山委員長

合同セミナー（東京）

オーストラリア青少年交換学生送別会他（札幌）

公式訪問（小樽RC）

天皇誕生日

12月　家 族 月 間
（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

公式訪問（北広島RC）

公式訪問（札幌RC）

文化の日

第３グループＩＭ（岩見沢）

米山学友会定時総会･懇親会（札幌）

公式訪問（伊達RC）

公式訪問（室蘭東RC）

公式訪問（室蘭RC）

公式訪問（苫小牧北RC）

公式訪問（札幌東RC）

公式訪問（札幌手稲RC）

長沼ＲＣ創立20周年記念式典（長沼）

公式訪問（札幌清田RC）

勤労感謝の日

ロータリー財団地域セミナー（大阪）

ガバナー会

第2回ガバナー・エレクト研修セミナー（大阪）

～26（土）ロータリー研究会（大阪）

公式訪問（札幌西RC）

11月　ロータリー財団月間
（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30
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ク ラ ブ 名
例
会
数

グ
ル
ー
プ

会　　員　　数

2011.7.1 2011.9.30 増減 内女性
出席率

深　　　　川

羽　　　　幌

妹　 背 　牛

留　　　　萌

赤　　　　平

芦　　　　別

砂　　　　川

滝　　　　川

美　　　　唄

江　　　　別

江　 別 　西

岩　 見 　沢

岩 見 沢 東

栗　　　　沢

栗　　　　山

当　　　　別

札　　　　幌

札幌あけぼの

札幌はまなす

札　 幌 　北

札幌モーニング

札　 幌 　西

札 幌 西 北

札 幌 手 稲

札　 幌 　東

札 幌 清 田

札 幌 幌 南

札幌真駒内

札　 幌 　南

札幌大通公園

札幌セントラル

新　 札 　幌

岩　　　　内

倶　 知 　安

小　　　　樽

小　 樽 　南

小 樽 銭 函

蘭　　　　越

余　　　　市

3

4

4

4

4

4

4

5

5

4

4

5

4

4

3

4

4

4

4

3

4

4

5

3

4

4

4

3

3

4

4

4

4

4

4

4

5

3

4

92.00

81.25

90.00

76.54

84.95

85.50

77.08

95.43

70.00

82.00

85.33

85.29

94.00

92.34

84.00

97.70

93.33

90.85

90.36

96.93

100.00

88.16

93.16

77.13

89.68

93.10

88.57

90.84

98.51

100.00

100.00

100.00

99.19

68.18

77.80

84.92

91.08

73.60

72.60

93.33

95.22

85.00

100.00

72.02

84.54

33

50

9

44

136

29

37

48

84

198

34

29

25

81

23

23

27

28

270

115

15

18

39

47

53

31

35

353

110

19

51

26

77

8

9

28

328

20

39

66

72

20

8

42

267

36

50

10

44

140

28

37

52

88

205

35

34

25

82

23

23

27

29

278

129

15

19

39

47

52

31

35

367

111

19

51

26

82

11

9

28

337

20

40

70

75

20

10

42

277

3

0

1

0

4

-1

0

4

4

7

1

5

0

1

0

0

0

1

8

14

0

1

0

0

-1

0

0

14

1

0

0

0

5

3

0

0

9

0

1

4

3

0

2

0

10

2

2

0

3

7

0

1

0

2

3

0

2

3

0

4

1

2

0

12

0

2

3

6

0

5

4

2

22

0

5

0

3

0

1

5

3

17

0

6

0

2

2

0

4

14

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

1

2

3

4

5

6

ク ラ ブ 名
例
会
数

グ
ル
ー
プ

会　　員　　数

増減 内女性
出席率

千　　　　歳

千歳セントラル

恵　　　　庭

北　 広 　島

長　　　　沼

由　　　　仁

え　 り 　も

三　　　　石

様　　　　似

静　　　　内

浦　　　　河

伊　　　　達

室　　　　蘭

室　 蘭 　東

室　 蘭 　北

登　　　　別

洞　 爺 　湖

函　　　　館

函 館 亀 田

森

七　　　　飯

長　 万 　部

函館セントラル

江　　　　差

函館五稜郭

函　 館 　東

函　 館 　北

北　　　　斗

松　　　　前

白　　　　老

苫　 小 　牧

苫 小 牧 東

苫 小 牧 北

5

4

4

4

3

4

4

3

4

3

4

4

4

4

4

4

5

4

3

4

4

3

4

4

3

4

4

5

4

4

4

4

4

74.72

80.47

78.13

89.40

81.60

75.00

79.89

90.38

68.80

81.20

72.00

76.43

77.76

80.35

82.05

82.87

100.00

84.38

100.00

88.28

78.96

87.14

70.40

76.79

79.20

70.97

77.24

86.36

98.33

78.08

96.74

65.00

66.60

81.85

68.50

78.79

91.97

97.96

84.31

54

32

47

12

20

9

174

22

15

23

69

34

163

56

37

37

38

32

10

210

77

39

40

14

7

29

206

11

43

45

23

17

3

142

28

48

26

24

126

55

32

46

15

20

9

177

26

15

23

73

36

173

56

40

38

39

32

10

215

82

38

42

14

8

31

215

11

43

45

24

17

3

143

30

53

28

25

136

1

0

-1

3

0

0

3

4

0

0

4

2

10

0

3

1

1

0

0

5

5

-1

2

0

1

2

9

0

0

0

1

0

0

1

2

5

2

1

10

2

1

3

0

3

1

10

1

2

1

0

2

6

0

0

0

3

1

0

4

0

4

0

0

0

2

6

1

0

6

0

1

0

8

2

2

4

2

10

85.102,573 2,663 90 119合　　　計

出席率・会員数 クラブ数
期首会員数
当月末会員数（女性）
増加会員数
当月平均出席率

７２クラブ
２,５７３人

２,６６３人（１１９人）
９０人

８５.１０％

2011.7.1 2011.9.30

９
月
出
席
率
・

会
員
増
減
数

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

7

8

9

10

11

12

18



表紙絵：私の残したい小樽シリーズ 
　　　　「小樽北運河」 HEISHIRO.K

小樽ロータリークラブ会長 金久保 兵士郎 作

　北運河には北海製罐へ向う橋があります。その橋の中央から手宮方面をパステルで描い
たものです。
　北運河は幅が昔のままで40ｍ、漁船やはしけが係留されており、周りの石蔵倉庫（か
なり減りましたが）とマッチして趣があります。これ以上小樽らしい町並みが壊れないよ
うに、そして活かす道を市民みんなで努めてまいりましょう。
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